
  

  

 

 

 

                      今回は、サポートセンターほっとが取材を担当しました^^ 

 

 

 

 

 

光る！！ 

熟練の技！ 

豊富なジェラート♡ 

発行元：公益財団法人復康会 社会復帰事業部 

〒410-0811 沼津市中瀬町 17 番 11 号 TEL 055-931-0510 FAX 055-934-1697 

 ☆内職や施設外作業☆ 

ワークショップまごころ＆クリーム・ド・クオーレ 

① 事業所の特徴 
スーパーなスタッフが働いています。

さまざまな特技を活かして活躍してい
ます。 

畑で取れた新鮮野菜やおいしいジェ
ラートも食べられます♪ 

② お店の PR 
店舗前に駐車スペースがありますが、

若干停めづらいかもしれません。誘導も
可能ですので、ぜひスタッフにお声掛け
ください。 

 今はコロナ禍のためイートインスペ
ースを閉鎖していますが、終息後には再
開予定でいますので、皆さまのご来店を
お待ちしております！！ 

③ 商品の PR 
≪また食べたくなる味≫を目指し、素

材や製法にこだわって作っています。商
品の種類も豊富なので、お気に入りの一
品を見つけてもらいたいです♡ 

 

8 月号 

２０２1年 

地域とあなたと私を結ぶ定期便 
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マスコットキャラクター

『ふくまる』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

コーポ狩野 

 長く続いた雨の日も終わり、ようやく晴れ間が見え

るようになってきました。このところ雨で外に出て農

業をすることができず、畑が雑草まみれになってしま

いました。この日は利用者、職員全員で外に出て草取

りを行いました。熱い中ですが、水分補給や休憩をは

さみながら進めました。参加した利用者さんは「疲れ

たけど久しぶりにいい汗をかいた」と汗だくになりな

がらも笑顔で話されました。      (上柳 光） 

7/5～7/28 の 16 日間、日本福祉大学の平野彩月さんが

ゆめワークにて精神保健福祉士の実習を行いました。 

憩いの場ではメンバーさんとお話をして料理教室に参

加し、就労Ｂ型では一緒に作業を行いました。相談支援

では自宅訪問に同行するなど、幅広く体験していただき

ました。親しみやすい雰囲気で皆さんと過ごされており、

スタッフやメンバーさんにとっても実りある毎日でし

た。        （ 実習指導：小山千菜美 ）  

ゆめワーク 

かのん 

実習では地活でのプログラムの参加や相談支援でのケース訪

問、就労支援での作業等様々な体験をさせていただきました。

この学びを次に繋げて今後も頑張ります！ 

7 月 1 日、かのんにて防災訓練を行いました。あいに

くの雨でしたが、水消火器での消火訓練や消防署への通

報訓練を行い、災害用伝言サービスも実際使ってみまし

た。あらかじめ伝言を録音し、その伝言を再生し確認し

ました。他にも防災クイズを行うと、なかなかの正解率

でした。皆さん防災意識が高いのかな？今後は熱海での

土砂災害のような自然災害にも備え、この訓練を生かし

ていきたいです。           （本田 幸江） 

目標を狙って 

放水！ 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

災害用伝言サービス 

「１７１」 

よろしく 

お願い

します。 

困っている人をほっとけ

ない大嶽さんはコーポの 

「おむすびまん！」 

7 月 1 日よりコーポに異動となった「大嶽哲也さん」を紹介し

ます。19 年間田方・ゆめワークで仕事をしていましたが、20

年目の今年、活躍の場を就労から生活に移しました。既にその

キャラクターをいかし、現場で元気いっぱい働いています。 

健康づくりで毎朝ウォーキングをしているようなので、1 ヶ月

後のスリムな大嶽さんが楽しみです。（ 水野 恵 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 

このたびの豪雨で被災された地域の皆様には心よりお見舞い申し上げます。 

グループホームはまゆう寮は土砂災害警戒区域に指定されているため、7/2

～7/5 まで法人内の安全な場所で避難生活を送っていました。とは言っても

広い会議室に段ボールベッドと衝立を置くだけの場所に 9名の利用者さんと

職員が寝泊まりしたため、皆さん心も体も疲労困憊だったと思います。避難

解除となった時にはほっとされていました。 

被災された地域の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。                 

（牛島聖美） 

いとう 
7/3(土) 10 時半頃静岡県熱海市伊豆山地区にて土石流により、亡くなられた

方、安否不明者、被害棟数多数の災害が発生しました。被災された皆様にお

悔やみとお見舞いを申し上げます。事業所の被害はありませんでしたが、避

難所で生活する当事者や土石流付近にあった福祉事業所が休止し通所に影

響を受けた当事者等や関係者は大勢います。この状況下で自分たちに何がで

きるか考え、行政、医療機関、民間で協働しながら 1 日でも早く元の生活に

戻れるよう頑張ります。同時に災害への備えや発生時の対応は組織単位、地

域単位で想定しておくべきことを改めて痛感しました。   （秋津 崇史） 

なかせ 

ひまり 

最近、色々な会議や研修がオンラインで実施されることが多くなって

います。6/16(水)富士市障害者自立支援協議会の第 1 回就労連絡会も

Zoom にて開催し、初めて進行役を務めました。１時間という限られた

時間を有効に使えるよう、事前に参加対象の就労継続支援Ｂ型事業所

にアンケートを取り意見交換を行いました。一番関心があった『新型

コロナの陽性者が出た時の対応について』実際体験された事業所がど

う対応したか報告していただきました。集まる会議より移動の時間が

短縮されるので、参加しやすいという効果も感じました。（田尻ゆき） 

 

 

令和 3 年度 4 月から三島市役所障がい福祉課内にて基

幹相談支援センターが開設しました。課内の専従職員

と市内の相談支援事業所４箇所で１日 2 事業所ずつ輪

番制で対応しており、ひまりも週に 2～3 日担当してい

ます。まだまだ手探り状態ですが、官民共同で三島市

内の相談支援体制強化に向けて積極的な姿勢で取り組

んでいきたいと思います。    （畠山 玲奈） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

※日々災害支援にあたっている皆様

毎日ご苦労様です 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.mienpo.net/news/zoom_covid_2020/&psig=AOvVaw1AawlrZh9E4yOzXxxnQ_Nq&ust=1626824241435000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOCUheam8PECFQAAAAAdAAAAABAL


社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱海市伊豆山地区の土石流被害に遭われた皆様には心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

この度の大雨では沼津三島間の交通の要所である黄瀬川大橋が崩落するなど生活圏に被災がおよ

び、改めて「自分は大丈夫」と思ってはいけないと心に言い聞かせました。 

ふくむすび編集部 

 


